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健康広場

　意識がある状態で恐怖感や不安感を取り除き、歯科
治療をする方法があることを知っていますか？
　歯科疾患は、昔から痛みとの闘いでした。多くの方
が歯科治療は痛いもの、不快なものという先入観を持
っています。「治療に伴う少々の痛みは我慢しなければ
ならない」という思いから、早期に歯科医院を受診す
ることを拒んでしまっている人もいると考えられます。

　そこで、「本来医療は、少しでも患者の苦痛を和らげ
るようにすべきである」という考え方から行われてい
る治療法が、精神鎮静法です。精神鎮静法とは、精神
的緊張を軽減し意識を失うことなく痛みの感覚を和ら
げ、リラックスした状態で治療を受けることです。そ
の中で比較的安全な「笑気※吸入鎮静法（笑気ガス）」について説明します。

　笑気ガスは、鎮静、睡眠、鎮痛作用を持っており、その歴史は古く 1844 年に笑気ガスを利用して
抜歯を行ったことが始まりといわれています。吸入すると速やかに効果が出ます。そして、中止すれ
ば直ちに効果が無くなり、吸入中止後数分で帰宅可能となります。また、呼吸器や循環器にほとんど
影響がありません。従って、心臓、肺に障害のある人も安全に使用できます。また、体内で分解され
ないため肝臓に負担を掛けません。

　使用方法は、笑気と酸素の混合ガスを笑気の濃度30％以下（空気中の酸素濃度21％）で吸入します。
使用感は、10 ～ 20％濃度の吸入で手足が温かくなり、
体が軽くなった感覚と遠くで音がするような、周囲に無
関心な感覚になります。
　歯科治療に恐怖心のある人、心疾患・高血圧などの持
病があり歯科治療のストレスを軽減すべき人、嘔吐反射
の強い人などに適しています。
　詳しくはかかりつけ歯科医にご相談ください。
※亜酸化窒素

庄原市歯科医師会庄原市歯科医師会
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歯科治療歯科治療にに
不安を持っている不安を持っている
皆さんへ皆さんへ
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『ほ・ろ・か』カードで地域を活性化！
　『ほ・ろ・か』カードが小規模企業白書に紹介・4/24

４月24 日に閣議決定された「令和２年度小規模企業
施策」( 小規模企業白書) に具体的な取り組み事例として
東城町商工会が行う『ほ・ろ・か』カード事業が紹介され
ました。

平成31 年４月から開始した同カードは、東城町内の加
盟店で使用することができる、キャッシュレス機能付き
のポイントカードです。

加えて、児童が登下校や児童クラブに到着した際、設置
されているカードリーダーにカードをかざしたときや、
高齢者などが一週間から10 日間カードを利用しなかっ
たときに、あらかじめ登録している保護者・家族などの
アドレスへメールが送信される「見守り機能」を備えて
います。

そのほか、観光客の町内での消費を促す観光客用の
カードも用意されているなど、人と地域をつなぐ重要な
アイテムと紹介されました。

同商工会の後
ごとうしげゆき

藤茂行会長は「地域活性化への取り組み
は今後も必要で、地域の住民や事業者が元気であり続け
るまちづくりに、引き続き貢献していきたい」と話してい
ました。

№１

▲下校時にカードリーダーにタッチ

大きく育ってくれることを願って
　うなぎの放流・4/30

毎年、総領町の田総川を中心に、田総川漁業協同組合
による、うなぎの放流が行われています。

本年は、放課後子供教室の児童６人が、総領保健福祉
センター前の川辺で、放流に参加しました。

うなぎは夜行性で岩の陰に隠れる習性があるため、
大きな石を置いてやるなど、たくさんの稚魚を丁寧に
放流していきました。

放流したうなぎは、鳥などの天敵から身を守りなが
ら、数年をかけて成長していきます。

参加した児童は「たくさんのうなぎが大きく育って
くれるのを楽しみにしている」と話していました。

▲うなぎを放流する児童

№２
紙おむつ自動販売機が新登場！
　道の駅たかの・4/20

 道の駅たかのに、紙おむつ自動販売機が設置されま
した。
 国土交通省は、平成30 年度に「サービスエリアや道

の駅における子育て応援の今後の取組方針」を取りま
とめました。同自動販売機はこの方針の一環として設
置されたもので、中国地方の道の駅では初の導入です。
旅行の途中で乳幼児の紙おむつが足りなくなったとき
や、災害時などに活用することができます。
 道の駅たかの広報担当宮

みやぐちけいすけ

口佳祐さんは、「紙おむつ自
動販売機は、取り出し口を飲料と別にするなど、製作
メーカーもいろいろと工夫している。子育て世代の皆
さんが、子どもと一緒に安心して尾道松江道を利用で
きればうれしい」と話していました。

▲飲料と一緒に陳列されている紙おむつ（各列右側）
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